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さいたま市教育委員会規則第２０号 

さいたま市立学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則 

 さいたま市立学校給食センター条例施行規則（平成１３年さいたま市教育委員会

規則第２５号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（所管） （所管） 

第２条 さいたま市立学校給食センター（以下「学

校給食センター」という。）の所管は、市立学校

で、学校給食センターによる学校給食の提供を必

要としている学校とする。 

第２条 さいたま市立学校給食センター（以下「学

校給食センター」という。）の所管は、市立小学

校及び中学校で、学校給食センターによる学校給

食の提供を必要としている学校とする。 

（運営委員会の委員） （運営委員会の委員） 

第４条 さいたま市立学校給食センター運営委員会

（以下「運営委員会」という。）の委員は、次に

掲げる者のうちから委嘱又は任命する。 

第４条 さいたま市立学校給食センター運営委員会

（以下「運営委員会」という。）の委員は、次に

掲げる者のうちから委嘱又は任命する。 

⑴ 市立学校の学校長 ⑴ 市立小学校及び中学校の学校長 

⑵ 市立学校の児童又は生徒の保護者 ⑵ 市立小学校及び中学校の児童又は生徒の保護 

者 

⑶ 市立学校の養護教諭 ⑶ 市立小学校及び中学校の養護教諭 

⑷～⑹ ［略］ ⑷～⑹ ［略］ 

  

  附 則 

  （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（適用） 

２ この規則によるさいたま市立学校給食センター条例施行規則の規定は、令和５

年４月 1 日から適用する。 

 

 



 

 

さいたま市教育委員会規則第２１号 

さいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例施行規則の一部を改

正する規則 

 さいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例施行規則（平成２９年さ

いたま市教育委員会規則第９号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（病気休暇） （病気休暇） 

第２３条 条例第１６条第２項の教育委員会規則で

定める日は、次に掲げる日とする。 

第２３条 条例第１６条第２項の教育委員会規則で

定める日は、次に掲げる日（以下この条において

「除外日」という。）とする。 

 ⑴・⑵ ［略］  ⑴・⑵ ［略］ 

２ 条例第１６条第２項本文の規定の適用について

は、連続する８日以上の期間（当該期間における

週休日、時間外勤務代休時間全指定日、休日、代

休及び代休日以外の日の日数が３日以下である場

合を除く。）の特定病気休暇（次項各号に掲げる

場合以外の場合における病気休暇をいう。以下こ

の条において同じ。）を使用した教職員（この項

の規定により特定病気休暇の期間が連続している

ものとみなされた教職員を含む。）が、連続して

使用した特定病気休暇の期間の末日の翌日から３

月を経過する日までの間に、再度の特定病気休暇

を使用したときは、当該再度の特定病気休暇の期

間と直前の特定病気休暇の期間は連続しているも

のとみなす。 

２ 条例第１６条第２項本文の規定の適用について

は、連続する８日以上の期間（当該期間における

週休日、時間外勤務代休時間全指定日、休日、代

休及び代休日以外の日の日数が３日以下である場

合を除く。）の特定病気休暇（次項各号に掲げる

場合以外の場合における病気休暇をいう。以下こ

の条において同じ。）を使用した教職員（この項

の規定により特定病気休暇の期間が連続している

ものとみなされた教職員を含む。）が、除外日を

除き、連続して使用した特定病気休暇の期間の末

日の翌日から、１回の勤務に割り振られた勤務時

間（１回の勤務に割り振られた勤務時間の一部に

育児休業法第１９条第１項に規定する部分休業の

承認を受けて勤務しない時間その他次に掲げる時

間（以下この条において「部分休業等」という。

）がある場合にあっては、１回の勤務に割り振ら

れた勤務時間のうち、部分休業等以外の勤務時間

）の全てを勤務した日の日数が２０日に達する日

までの間に、再度の特定病気休暇を使用したとき

は、当該再度の特定病気休暇の期間と直前の特定

病気休暇の期間は連続しているものとみなす。 

  ⑴ 第２４条第１項第４号から第８号までに掲げ

る場合における特別休暇により勤務しない時間 

  ⑵ 条例第１８条第１項に規定する介護休暇及び

条例第１９条に規定する介護時間により勤務し

ない時間 



 

 

  ⑶ さいたま市職員の職務に専念する義務の特例

に関する条例施行規則（平成１４年さいたま市

人事委員会規則第１６号）第２条第１１号に該

当するものとして、さいたま市職員の職務に専

念する義務の特例に関する条例（平成１３年さ

いたま市条例第２８号）第２条第３号の規定に

より職務に専念する義務を免除された時間 

３ ［略］ ３ ［略］ 

４ 条例第１６条第２項本文及び第２項の規定の適

用については、特定病気休暇に係る療養に必要な

期間中の週休日、時間外勤務代休時間全指定日、

休日、代休及び代休日その他の病気休暇の日以外

の勤務しない日（１日の勤務時間の一部を勤務し

ない日（当該勤務時間の一部に育児休業法第１９

条第１項に規定する部分休業の承認を受けて勤務

しない時間その他次に掲げる時間（以下この項に

おいて「部分休業等」という。）がある日であっ

て、当該勤務時間のうち、部分休業等以外の勤務 

 時間の全てを勤務した日を除く。）を含む。）は、

 特定病気休暇を使用した日とみなす。 

４ 条例第１６条第２項本文及び第２項の規定の適

用については、特定病気休暇に係る療養に必要な

期間中の週休日、時間外勤務代休時間全指定日、

休日、代休及び代休日その他の病気休暇の日以外

の勤務しない日（１日の勤務時間の一部を勤務し

ない日（当該勤務時間の一部に部分休業等がある

日であって、当該勤務時間のうち、当該部分休業

等以外の勤務時間の全てを勤務した日を除く。）

を含む。）は、特定病気休暇を使用した日とみな

す。 

 ⑴ 第２４条第１項第４号から第８号までに掲げ

る場合における特別休暇により勤務しない時間 

 

 ⑵ 条例第１８条第１項に規定する介護休暇及び

条例第１９条に規定する介護時間により勤務し

ない時間 

 

 ⑶ さいたま市職員の職務に専念する義務の特例

に関する条例施行規則（平成１４年さいたま市

人事委員会規則第１６号）第２条第１１号に該

当するものとして、さいたま市職員の職務に専

念する義務の特例に関する条例（平成１３年さ

いたま市条例第２８号）第２条第３号の規定に

より職務に専念する義務を免除された時間 

 

５ ［略］ ５ ［略］ 

  

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和５年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ さいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（平成２９年さいたま

市条例第１７号。以下この項において「条例」という。）第１６条第２項本文の規

定の適用については、この規則の施行の日前の日を含み、連続する８日以上の期間

（当該期間における週休日（条例第４条第１項に規定する週休日をいう。）、時間

外勤務代休時間全指定日（条例第１２条第１項の規定により割り振られた勤務時間

の全部について時間外勤務代休時間（同項に規定する時間外勤務代休時間をいう。



 

 

）が指定された勤務日等（同項に規定する勤務日等をいう。）をいう。）、休日（

条例第１１条に規定する祝日法による休日及び年末年始の休日をいう。）、代休（

条例第１３条第１項に規定する代休をいう。）及び代休日（同条第２項に規定する

代休日をいう。）以外の日の日数が３日以下である場合を除く。）の特定病気休暇

（この規則による改正前のさいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条

例施行規則（以下「旧規則」という。）第２３条第３項各号に掲げる場合以外の場

合における病気休暇をいう。以下同じ。）（同条第２項及びこの項の規定によりそ 

 の期間が連続するものとみなされたものを含む。以下「連続特定病気休暇」という。 

 ）を使用した教職員が、除外日（旧規則第２３条第１項に規定する除外日をいう。

以下同じ。）を除き、当該連続特定病気休暇の期間の末日の翌日から、１回の勤務

に割り振られた勤務時間（同条第２項に規定する１回の勤務に割り振られた勤務時 

 間をいう。以下同じ。）の全てを勤務した日の日数が２０日に達する日までの間に、 

 再度の特定病気休暇を使用したときは、この規則による改正後のさいたま市教職員

の勤務時間、休日及び休暇に関する条例施行規則（以下「新規則」という。）第２

３条第２項の規定にかかわらず、当該再度の特定病気休暇の期間と当該連続特定病

気休暇の期間は連続しているものとみなす。 

３ 連続特定病気休暇を使用した教職員が、この規則の施行の日以後に、当該連続特

定病気休暇の期間の末日後初めて特定病気休暇を使用した場合で、当該特定病気休

暇が、除外日を除き、当該末日の翌日から、１回の勤務に割り振られた勤務時間の

全てを勤務した日の日数が２０日に達する日後に使用されたものであるときは、新

規則第２３条第２項の規定にかかわらず、当該特定病気休暇の期間と当該連続特定

病気休暇の期間は連続しているものとみなさない。 

 

 

 

 

 

 

 

 


